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1.研究の背景 

現在インターネット上には「Music Gate Japan」

や「Listen Japan」をはじめとする多くの音楽検索

システムが存在する。ジャンルやデータ種別を入

力してデータを絞り込むものが主流である。検索

した結果にはＰＶを見られる機能や、試聴機能、

楽曲のダウンロードができる機能など、新しい音

楽に触れるための機能が備わっている。音楽検索

エンジンは検索結果として出てきた楽曲を得る使

い方が一般的であるが、目的としていた楽曲以外

の楽曲に触れる機会を与えられるという点から、

新しいアーティストを見つけるためのツールとし

ても用いることができる。しかし後者の場合、検

索の条件であるジャンルやデータ種別に個人の好

みが完璧に反映されているとはいいにくい部分も

あり、ユーザの求めている条件と合致するアーテ

ィストを、効率よくリストアップできる機能が備

わっているとは言い難い。この問題を解決するた

めには、ユーザの主観や知識を検索に具体的に反

映させる必要がある。 

本研究では、ユーザが求めている音楽情報を的

確に得るための支援と、ユーザのニーズにかなっ

たアーティストの情報の提供を目的とする。ユー

ザが求める情報を与えるための具体的な方法とし

て、従来のキーワードから情報を得る検索エンジ

ンに、リスナーの音楽鑑賞の経歴のデータを反映

させる機能を加味することを提案する。ゲートウ

ェイ・サイトと呼ばれる、多様な情報を検索に反

映させるエンジンを参考とし[1]、先述の機能を備

えた音楽検索システムを構築し、評価実験によっ

て提案手法の有用性を示す。 

2.システムの概要 

本システムは、ユーザの入力したキーワードと

音楽鑑賞の経歴から、音楽情報とアーティスト情

報をインターネット上から検索し、表示するシス

テムである。perl を用いて構築した。 

システムを利用するにあたって、ユーザはまず、

プルダウンリストからジャンルとリスナー暦を選

ぶ。ジャンルは「クラシック」「ジャズ」「ロック」

「テクノ」「現代音楽」「J-POP」の７種、リスナ

ー暦は「未聴」「１年以内」「３年以内」「それ以上」

の４種である。最大３つまで設定でき、適宜変更

可能である。次にユーザはキーワードを入力し、

音楽情報を検索する。音楽のデータベースとして

Amazon Web サービスを利用した、検索結果が表

示される。その下に、検索結果に関連するアーテ

ィスト情報が３件表示される。アーティスト情報

のジャンルが、ユーザがプルダウンリストに入力

したジャンルに合致した場合、入力されたリスナ

ー暦が長いほど、優先順位の低いものを選択し、

表示する。「未聴」の場合は、関連度の高い順に並

んだアーティスト情報の１～３番目、「1 年以内」

の場合は４～６番目、「３年以内」は７～９番目、

「それ以上」は１０～１２番目を表示する。ジャ

ンルが合致しなかった場合は、「未聴」と同じく１

～３番目を表示する。 

図１に検索結果の例を示す。キーワードに「my 

bloody valentine loveless」と入力し、ロックのリス

ナー暦は未聴という条件で検索した結果である。

上に検索結果が表示され、その他のオススメと書

かれた下に、関連するアーティスト情報が表示さ

れている。 

 



 図１：検索結果の例 

 

3.実験の方法と結果 

武蔵工業大学の３年生４年生６名、２０～２３

歳の男女合計１５名を対象とし、それぞれにシス

テムを使用させ、以下のアンケートを行った。 

① 自分の知らないアーティストを知ることがで

きたか。 

② 自分が登録するにあたって入力したデータ

（ジャンルごとのリスナー暦）が検索に反映

されていると感じたか。 

被験者には、検索する際に入力したリスナー暦

が、検索結果にもたらす変化の概要を伝え、理解

した上で使用させた。最低３件検索した上で、シ

ステムに設置したメールフォームに、アンケート

の答えや意見を提出させた。アンケートの結果 

は、①は１４名が「はい」で７名が「いいえ」、②

は１１名が「はい」で７名が「いいえ」、３名が「よ

くわからない」だった。 

肯定的な意見をまとめると以下のようになる。 

 リスナー暦が高いほどマイナーなものを表示

させるのは、シンプルだけど具体的で実践的

だ。実際に知らないアーティストの名前を知

ることができた。 

 メジャーな商品を検索する場合は、特に意外

性のある情報を得ることができる。 

否定的な意見をまとめると以下のようになる。 

 マイナーな商品を検索した場合、類似する商

品のデータが少ないので、リスナー暦が反映

されにくい。 

 リスナー暦が長いジャンルの商品の場合、検

索したアーティストの商品の表示は控えるべ

きだ。 

 
4.考察 

今回作ったシステムでは、リスナーの細かな要

望に応えることができなかった。アンケートの結

果、知らないアーティスト情報を得たと回答した

のは被験者の３分の２であり、アーティスト情報

の提供が趣旨である本システムの出した結果とし

ては不足であった。また、多くの被験者から、「メ

ジャーなアーティストを検索した場合なら、意外

性のある、今まで知らなかったアーティスト情報

を得られた」という意見が挙げられていたので、

キーワードによって結果の有用性に差があるのは

明確である。リスナー暦がデータに反映されてい

ると感じる被験者が全体の半分に留まったのも、

入力したキーワードによって得られるアーティス

ト情報に差があるからだと思われる。リスナー暦

のみならず、より多くの情報を検索に反映させ、

アーティスト情報の差をうめる必要がある。 
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